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ヒトフデガキ

展示物

一筆書きできる図形の性質を調べる展示物．

装置・演出

いくつかの図形について，一筆書きできるかを実

際に描いてみて考えるための装置．グラフィックス

で１０種類の図形を出題した．体験者は，幼児用の磁

石を利用する絵を描く道具で，一筆書きできるかを

何度も試してみることができる．

展示の導入として，グラフィックスに２つの図形

を示し，一筆書きできるのはどちらかを出題した．

体験者は，それらの図形が一筆書きできるかを確か

める．絵を描く道具は３台用意し，それぞれの手元

には，別の問題が描かれたサインを置いた．問題の

用紙をめくると，解答を見ることができる．問題に

は，簡単な図形から複雑なものまであり，一筆書き

できないものは，その理由も並記した．解説グラフ

ィックスパネルには，解答以外にヒトフデガキでき

るための条件も解説した．

設計・製作

市販品の幼児用の道具を，カラーコンパネに取り

付けた．取り付けにはアルミの L 字金折を使い，

道具の高さと金折の高さを合わせるために，３ｔの

発泡塩ビパネルを道具の下に敷いている．

出題用のサインは透明アクリルを曲げて成型し，

ラミネートした用紙を化粧ビスで固定した．

運用・問題点

たとえ一筆書きできる図形でも，適切な場所から

描きはじめなければ描くことができない．グラフィ

ックスで解説されていたとしても，複雑な図形では，

体験者自ら描き方を発見するのは難しかったようだ．

道具の磁石シートの消耗が激しいことは予想され

たが，素早く消せて，簡単に描けて，よごれず，消

耗品が充実していることから，幼児用の道具を選んだ．

図３０－１ ヒトフデガキ 出題と解答のグラフィックス
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